
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

73(-1) 73(+1) 175(0) 210(-1) 159(+2) 170(0) 299(+1) 1,159(+2) 人口 

36(0) 32(+1) 72(+1) 97(0) 79(0) 70(0) 122(0) 508(+2) 世帯 

 ※データは日田市 HP より令和５年４月３０日現在 ( )は前月比 

  

編集・発行 

日田市大鶴公民館 

大鶴本町８７０ 

電話 ２８－２８４６ 

FAX ２８－２１２２ 

館長 森山 道德 

主事 伊藤 正昭 
 
紙面のイラストについて 

イラスト著作権 

がくげい 

広報 おおつる                                         ２０２３年５月１５日発行 

 
 

日田市大鶴公民館 : ホームページ：http://www.hita-k.org/ootsuru：      ：otsuru-k@hita-net.jp 

  

４
月

26

日(

水)

、
「
令
和

５
年
度
公
民
館
運
営
委
員
会

通
常
委
員
会(

総
会)

」
が
開

催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事
業

報
告
並
び
に
運
営
費
等
の
決

算
・
監
査
報
告
と
令
和
５
年

度
事
業
計
画
・
運
営
費
等
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
令
和
５
年
度
公
民
館 

運
営
基
本
方
針
】 

 〇 

地
域
に
密
着
し 

住
民
に
開
か
れ
、 

多
く
の
住
民
が 

利
用
し
や
す
い 

公
民
館
を
目
指 

す
。 

 〇 

各

種

事

業

の 

充
実
を
図
る
。 

 〇 

地
域
課
題
解
決 

の
場
と
と
も
に 

地
域
の
絆
を
強 

め
、
人
づ
く
り 

・
地
域
づ
く
り 

の
拠
点
と
し
て 

の
役
割
を
果
た
す
。 

【 

主 

な 

主 

催 

事 

業 

】 
 

◆ 

青
少

年
学

習 

・
大
明
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室 

・
通
学
合
宿 

・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

（
夏
合
宿
を
中
心
に
） 

◆ 

成

人

学

習 

・
女
性
セ
ミ
ナ
ー 

・
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

・
男
性
料
理
教
室 

・
ス
マ
ホ
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
講
座 

◆ 

高
齢
者
学

習 

・
寿
大
学 

（
ミ
ニ
寿
大
学
出
前
講
座
も
含

む
） 

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
支
援 

  

◆ 

人
権
・
部
落
差
別
解
消
学
習 

・
主
催
事
業
で
の
人
権
学
習 

 

・
町
内
人
権
学
習
会 

◆ 

家

庭

教

育

学

習 

・
子
育
て
応
援
講
座((

子育てサロン) 

◆ 

学

校

支

援

事

業 

 

・
大
明
児
童
の
水
泳
教
室 

◆ 

大
鶴
公
民
館
ま
つ
り 

◆ 

ま
ち
づ
く
り
事
業 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

・
静
修
そ
ば
う
ち
道
場 

・
地
域
振
興
活
動
の
支
援 

◆
『
防
災
キ
ャ
ン
プ
』 

◆ 

自
主
学
習
教
室
の
充
実 

◆
「
広
報 

大
鶴
」
の
発
行 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報 おおつる                                     ２０２３年５月１５日発行 

 

差別をなくす人権標語 「 」    

 

 

大
鶴
地
区
各
種
団
体
（
振
興
協
議
会
・
防
犯
協
議
会
・
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
・
交
通
安
全
協
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
）
の
令
和
５

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
と
も
に
総
会
出
席
者
は

３
年
ぶ
り
に
全
代
議
員
並
び
関
係
者
が
参
加
、
令
和
４
年
度
事

業
・
決
算
・
会
計
監
査
報
告
・
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が

承
認
さ
れ
、
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
※
ス
ポ
ー
ツ
協

会
・
防
災
士
会
は
６
月

15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

４
月
30
日
（
日
）
開
催
。

令
和
４
年
度
会
務
報
告
（
大 

鶴
地
区
に
お
け
る
公
共 

工
事
等
発
注
・
完
了 

状
況
含
む
）
と
収
支 

決
算
を
含
む
各
種
会 

計
報
告
と
、
令
和
５ 

年
度
主
要
事
業
計
画 

・
予
算
、
が
審
議
さ 

れ
、
新
役
員
体
制 

（
下
記
掲
載
）
が
決 

定
し
た
。 

ま
た
、
退
任
し
た
役 

員
に
感
謝
状
の
贈
呈 

並
び
に
新
任
役
員
の 

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

  

感謝状贈呈 

新役員のあいさつ 

     

４
月
14
日(

金) 

開
催
。 

令
和
４
年
度 

事
業
報
告
、 

決
算
報
告
、 

令
和
５
年
度 

事
業
計
画
、 

予
算
の
他
に 

防
犯
パ
ト
ロ 

ー
ル
班
編
成 

・
日
程
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
大
鶴
防
犯
協
議
会
役
員
）

  

会   

長 

金
﨑 

公
英(

大
肥
本
町) 

副
会
長 

篠
原 

茂
樹(

大
鶴
本
町) 

副
会
長
兼
事
務
局
長 
 

 
 

 

城
戸 

浩
文(

大
鶴
本
町) 

  

４
月
19
日
（
水
）
開
催
。 

令
和
４
年
度
活
動
・
決
算
監
査
報

告
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
①
大
鶴

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
②
日
田
ど
ん
墓

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
③
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
強
化
④
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
の
参
加
、
予
算
及
び
サ
ポ
ー
ト
作

業
（
キ
ュ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
活
動
・

決
算
・
監
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
） 

会 

長  

梶
原  

孝
俊
（
大
鶴
本
町
） 

  

副
会
長  

原
田  

豊
司
（
大
鶴
町
）  

  

副
会
長  

江
添  

秀
和
（
大
鶴
町
） 

会 

計   

伊
藤  

竜
一
（
上
宮
町
） 

事
務
局  

井
上 

 

孝 

（
大
鶴
町
） 

 

４
月
28
日
（
金
）
開
催
。 

前
年
度
活
動
報
告
・
決
算
監
査
報

告
、
今
年
度
活
動
計
画
・
予
算
・
役

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

【
氏
名
に
つ
い
て
は
す
べ
て
敬
称
を

略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
】 

４
月

日
（
日
）
開
催
。

重
点
目
標
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
」
に
基

づ
い
て
、

①

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

の
推
進

②

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

認
知
症
予
防
と
健
康
増
進

⑤

子
育
て
サ
ロ
ン
推
進

⑥

一
人
暮
ら

し
高
齢
者
及

び
高
齢
世
帯

の
見
守
り
と

安
全
確
認
の

徹
底

⑤

福
祉
委
員

の
研
修
と
各

種
事
業
の
支
援
体
制
の
確
立

な
ど
の
事
業
内
容
と
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。（
大
鶴
地
区
社
協
役
員
）

会

長

久
保
山

登

鶴
河
内
町

副
会
長

井
上

邦
子

鶴
河
内
町

副
会
長

森
山

愛
子

大
鶴
本
町

事
務
局
長

十
時

美
津
子
大
肥
町

  

４
月
30
日
（
日
）
開
催
。 

重
点
目
標
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
」

に
基
づ
い
て
、 

①  

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動 

の
推
進 

②  

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

(

認
知
症
予
防
と
健
康
増
進) 

③ 

子
育
て
サ
ロ
ン
推
進 

④ 

一
人
暮
ら 

し
高
齢
者
及 

び
高
齢
世
帯 

の
見
守
り
と 

安
全
確
認
の 

徹
底 

⑤   

福
祉
委
員 

の
研
修
と
各 

種
事
業
の
支
援
体
制
の
確
立 

 
 

な
ど
の
事
業
内
容
と
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。（
大
鶴
地
区
社
協
役
員
） 

会 

長 

久
保
山 

登(

鶴
河
内
町) 

副
会
長 

井
上 

邦
子(

鶴
河
内
町) 

副
会
長 

森
山 

愛
子(

大
鶴
本
町) 

事
務
局
長 

十
時 

美
津
子(

大
肥
町) 

 (

交
通
安
全
協
会
大
鶴
分
会
役
員) 

分
会
長   

堀 

義
幸(

大
肥
町)

副
分
会
長 

坂
本 

忠
詞(

大
鶴
本
町) 

副
分
会
長 

城
戸 

真
由
美(

大
鶴
本
町) 

事
務
局
長  

井
上 

孝 (

大
鶴
町) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大鶴の宝」引き続き紹介していきます。 

情報提供お待ちしております。 

広報 おおつる                                        ２０２３年５月１５日発行 

４
月

16
日
（
日
）
、「
静

修
紫
雲
台
」
運
営
に
よ
る
、

『
大
明
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
』

を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

お
お
つ
る
の
家
を
ス

タ
ー
ト
し
、国
道
を
経
由

し
て
大
肥
町
方
面
へ
進

み
、ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
の

休
憩
を
取
り
な
が
ら
川

沿
い
を
歩
き
、
お
お
つ
る

の
家
へ
戻
る
5.5

Km
の
コ

ー
ス
で
し
た
。 

心
配
さ
れ
た
天
候
も

日
頃
の
行
な
い
の
良
さ
か

ら
好
天
に
恵
ま
れ
（
笑
）

大
明
小
中
学
校
の
子
供

達3
3

名
、園
児
と
保
護 

者
を
含
め
る
と
60
名
程 

の
参
加
者
で
、 

有
意
義
な
ウ
ォ
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

ゴ
ー
ル
後
は
、豪
華
景
品

の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
！ 

私
た
ち
単
独
で
の
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
開
催
は
初

め
て
で
し
た
が
、
計
画
・
準

備
・
運
営
を
通
じ
て
、子
供

達
が
楽
し
そ
う
に
過
ご 

す
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
、会
と
し
て
大
変
良
い 

  

「 大 鶴 の 宝 」 

『お伊勢様まつり』(大肥町) 

 

大
肥
町
吉
竹
地
区
で
長
く
続

く
春
の
お
祭
り
で
４
月
第
一
日

曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

椿
の
葉
を
一
人
一
枚
ず
つ
持

っ
て
お
社
の
周
り
を
一
周
し
て

世
話
係
に
渡
し
て
お
参
り
を
す

る
。
全
部
で
100
枚
に
な
る
ま
で
、

参
加
者
皆
で
幾
度
も
回
る
。
参

加
者
は
20
人
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

吉
竹
地
区
に
は
、
他
に
も
４
月

と
８
月
に
「
お
大
師
様
ま
つ

り
」
、５
月
に
「
水
天
宮
様
ま
つ

り
」
、８
月
に
「
お
観
音
様
祭
り
」

が
年
中
行
事
と
し
て
長
く
続
い

て
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

 

経
験
と 

な
り
ま 

し
た
。 

今
後
、 

更
な
る 

地
域
貢 

献
活
動 

へ
と
繋 

げ
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
メ
イ
ン
会
場

の
鳩
友
園
様
、
駐
車
場
を

使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

井
上
酒
造
様
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
R5.4.15 日号でお知らせしました、大鶴公民館自

主学習教室ですが、どの教室も定員に余裕がありま

す。この機会に是非参加して楽しんでみませんか。 

◆いずれの教室も裏面の申込方法で申込できます。 

 お花や果物等題材に季節を感じ 

ながら絵手紙を作ります。自分のペースで描く事が出

来ます。毎月第 1.2.3 木曜日午後１時 30 分～午後 3 時

30分(2時間)月謝は無料です。まずは見学からでも❣ 

本
年
度
は
、
こ
よ
み
や
旬
の
食
材
を

テ
ー
マ
に
し
た
料
理
教
室
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
季
節
の
手
し
ご
と
を
気
軽

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

第
１
回
目
は 

５
月
26
日
（
金
） 

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分 

お
菓
子
を
作
っ
た
あ
と
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
今
後
の
計
画
を
話
し
ま
す
。 

・
材
料
費 

５
０
０
円 

・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参
下
さ
い
。 

そ
の
他
の
教
室
に
つ
き
ま
し
て
も
、
大
鶴

公
民
館
ま
で
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

☎(

〇
九
七
三)

二
八-

二
八
四
六 

ぼうさいキャンプ 防災標語        

 

令和５年度新規開催予定及び開催自主学習教室 
「
囲
碁
教
室
」 

「
園
芸
教
室
」 

両
教
室
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご

応
募
下
さ
い
。 

 「
す
み
れ
習
字 

教
室(

小
中
学

生
対
象)

」 

今
年
度
か
ら
大
鶴

公
民
館
で
毎
週
水
曜

日
放
課
後
開
催
さ
れ

ま
す
。 

 

令
和
５
年
度
公
民
館
主
催
事
業 

女
性
の
皆
さ
ん
が
輝
き
、
生
活
に
潤

い
、
充
実
し
た
人
生
に
な
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
度
も
５
回
の
開
催
を
予
定
し

ま
す
。
内
容
は
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も

参
考
に
作
成
し
て
い
き
ま
す
。 

登
録
制
と
な
っ
て
お
り
各
回
の
案
内

を
登
録
者
へ
差
し
上
げ
ま
す
。 

新
た
に
参
加
希
望 

の
方
は
裏
面
の
申
込 

方
法
で
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✄  き り と り ✄  
申込み用紙（不明な点は公民館にお尋ねください）  

講座・教室名 氏     名 住      所 電話番号(携帯可) 備 考 

     

     

※ 公民館講座・自主学習教室参加ご希望の方は講座名・教室名を記入して申し込んで下さい。。 
※ 申込みは、公民館へ☎・📠・📨・ホームページ・QR コードから直接公民館に申し込んでも結構です。 

差別をなくす人権標語  「ありのまま」 受け止めつなぐ 理解の輪 

 

大
鶴
地
区
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
明
る
く
元
気
に
末
永

く
ご
活
躍
し
て
頂
き
た
く
、

『
寿
大
学
』
で
色
々
な
取
組

み
を
今
年
度
４
回
程
度
開
催

し
て
行
く
予
定
で
す
。 

（
今
年
度
か
ら
２
年
間
で
各
地

区
に
出
前
講
座
【
ミ
ニ
寿
大
学

(

仮
称)

】
も
開
催
し
ま
す
。） 

お
一
人
の
ご
参
加
で
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
ご
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
の
、
楽
し
く
集
う
場
と
し

て
こ
の
『
寿
大
学
』
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。 

開
催
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
だ

よ
り
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
登
録 

し
て
い
た
だ
く
と 

案
内
を
直
接 

郵
送
し
ま
す
。） 

【
募
集
対
象
】 

大
鶴
地
区
在
住
で
65

歳
以
上

の
方
で
あ
れ
ば
男
女
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
受
講
費
用
】 

①  

講
座
の
参
加
料
は
無
料
で
す
。 

②  
研
修
旅
行
は
希
望
者
の
み
の
参

加
と
な
り
ま
す
。
（
別
途
、
負
担

金
が
必
要
で
す
） 

  

そばうちを通して大鶴地区を盛り上げることを

目的としています。（世代間体験交流予定） 

今年度も『そばうち道場』を６月より令和 6

年 3 月まで、月曜日の午前 10 時より年８回開催

いたします。道場生(受講者)を募集します。 

 講師：とり庵(夜明上町)店主の安本 英年さん 

場所：大鶴公民館 調理室 

参加費：１回／500 円 

                                   登録制となります。各回の 

案内を登録者へ郵送します。(応募多数の場合は

開催回数日時等を相談させていただきます。) 

「
家
族
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
」 

男
性
の
あ
な
た
が
主
役
で
す
。 

ど
な
た
で
も
、
腕
に
自
信
が
あ
る 

な
し
に
関
わ
ら
ず
気
楽
に
ご
参
加 

下
さ
い
。
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
作
り
ま
し
ょ
う
‼ 

【
開
催
回
数
】
年
７
回
程
度(
希
望
が
あ
れ
ば
土
曜
日

開
催
も
参
加
者
で
検
討
し
ま
す
。) 

【開
催
日
時
】 

教
室
開
催
時
に
次
回
を
決
め
ま
す
。 

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

◎ 

募
集
対
象
：
大
鶴
地
区
の
成
人
男
性 

◎ 

受
講
費
用
：
材
料
費(

１
回)

５
０
０
円 

◎ 

講     

師
：
高
倉
喜
久
子
さ
ん(

田
島
町
在
住) 

 

参加申し込みがスマホ・携帯からできます。 
左記のQRコード読取ると 

http://mail-to.link/… 

が記載されますそれを 

タップすると画面が表示されます。メール作成画面はこちらをタップする 

タップ：文字の上を指で触れてください。（確認後、公民館より返信メールを送ります。） 

と左の画面になります。

大鶴公民館主催事業の

参加画面になったら必要

事項（参加希望講座並び

に教室・住所・氏名等）

記入後  をタップして

送信してください。 

【お問合せ】 日田市大鶴公民館 

〒877-0212 日田市大鶴本町 870 

TEL(0973)２８‐２８４６ FAX(0973)２８-２１２２ 
ホームページアドレス http://www.hita-k.org/ootsuru 

メールアドレス：otsuru-k@hita-net.jp   

※ ここに掲載した以外にも、大鶴公民館が主催する講座（１面

参照）が開催されます。開催時期に合わせ、公民館だより・チラ

シなどで、その都度お知らせします。 

多くの方の参加をお待ちしております。  

 

http://mail-to.link/…

